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出羽庄内森林組合

出羽庄内森林組合
（スマートフォン対応）

おらほの
林業人 Vol.

18

長谷川　俊
（鶴岡市平京田）

33歳（林業歴 ６年）

●今後の目標
　主に林産事業をしており誰が見ても美しいと思え
るような山づくりを目標に日々作業しています。ま
た、後輩がのびのびと作業できる環境や若い人達が
魅力を感じる職場になるよう微力ながら努めていき
ます。

当組合ではきのこ種菌を販売しております。
ぜひご利用ください。

R7年春植え用（4月上旬入荷予定）

本　　　所：0235-35-2515
朝日出張所：0235-53-2155

（火・金 営業）

●シイタケ（春出）
●シイタケ（春秋）
●ナ メ コ（中生）

※上記以外の時期も取り扱っていますのでご相談ください。

取扱
品目

●河村式（　500コマ入/瓶）1,870円（税込）

●森　式（1,000コマ入/袋）4,620円（税込）

取扱
メーカー

きのこ種菌の注文受付中きのこ種菌の注文受付中

広葉樹市 販売数量

令和6年12月17日
23日 186㎥

買方

18人

樹種・参考価格（高値）等
ナラ 2.20m 54㎝ 80,000円/㎥、ブナ 2.20m 42㎝ 49,010円/㎥、
トチノキ 2.20m 86㎝ 188,000円/㎥、クリ 3.00m 78㎝ 88,000円/㎥、
クロカキ 1.20m 32㎝ 410,000円/㎥、イタヤ 2.10m 40㎝ 43,020円/㎥

(市況概要) 天童共販所
　前月より引き続き入荷しているスギ4.00m材の良質材は、高値で買
い込まれた。材不足は継続しており、今後の降雪状況も心配される
所である。
　12/17・23に実施した今シーズン初回の広葉樹市は、全国的な流れ
と同様に、ナラ材が高値となった。まとまって出材されたブナを始め、
クリ・トチ・ホオ・サクラなどにも順調に応札があった。新規の買い
方も参入し、新たな需要もあるため、今後の推移を注視したい｡

（市況概要） 庄内共販所
　先月実施した記念市から引き続き、材不足が継続してお
り、集荷した定尺の一般材を中心に、順調に買い込まれた｡
　冬期間に向けて、引き続き、需要がある他、長尺材や柱
材などの出荷要望があります。買い方の需要も多岐に渡り
ますので、伐採の際は、お問い合わせください。2025年も
よろしくお願いいたします。
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３月末に完成予定の鶴岡市朝日庁舎及び消防署朝日分署。建物は森林資源を利用し庁舎棟
を木造とするほか、木質チップボイラーを導入して地域資源の有効活用を図ります。
           　　（写真は鶴岡市提供）

令和６年度　山形県森連木材流通センター　12月市況令和６年度　山形県森連木材流通センター　12月市況
単位　円／㎥

天　　　　　童木材流通センター
市　　　　日
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　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　組
合
員
の
皆
様
に
は
、
つ
つ
が
な
く

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
組
合

の
事
業
運
営
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
理
事
会
で
も
報
告
し
て
お
り

ま
す
が
概
ね
計
画
ど
お
り
進
ん
で
お
り

組
合
員
の
皆
様
に
改
め
ま
し
て
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　さ
て
、
昨
年
の
経
済
情
勢
は
、
雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
す
る
下
で
各
種
政
策

の
効
果
も
あ
っ
て
緩
や
か
な
回
復
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
物
価
の

上
昇
や
中
東
地
域
を
め
ぐ
る
情
勢
、
金

融
市
場
の
変
動
等
、
今
後
の
経
済
情
勢

が
見
通
せ
な
い
状
況
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。　自

然
災
害
は
、
元
旦
に
石
川
県
能
登

半
島
を
中
心
に
震
度
7
を
超
え
る
大
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
に

は
本
県
で
も
庄
内
・
最
上
地
方
を
中
心

に
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
多
く
の
家
屋
、

農
地
等
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
九
月
に
再
び
能
登
半
島
を
中

心
に
大
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
今

な
お
多
く
の
住
民
が
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
地
球
の
温

暖
化
現
象
が
進
ん
で
お
り
世
界
各
地
で

大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
住
民
の
皆

様
の
一
刻
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　一
方
、
林
業
・
木
材
産
業
は
「
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
」
が
落
ち
着
き
木
材
の
需

要
減
少
や
価
格
の
低
下
が
進
行
す
る
と

と
も
に
燃
油
価
格
の
高
騰
等
に
よ
る
生

産
コ
ス
ト
の
増
加
か
ら
収
益
性
も
減
少

し
経
営
環
境
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　ま
た
、
県
内
に
お
い
て
は
、
七
月
に

発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る
森
林
や
林
道
の

災
害
復
旧
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
第
二
次
中

期
経
営
計
画
（
R
3
〜
R
7
）
の
四
年

目
と
し
て
総
代
会
で
決
議
さ
れ
た
基
本

方
針
に
基
づ
き
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　主
な
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
策
定
し
た

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
鶴
岡
市
少

連
寺
及
び
天
狗
森
地
区
、
狩
川
小
堤
地

区
等
に
お
い
て
各
々
搬
出
間
伐
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
科
沢
・
肝

煎
国
有
林
等
に
お
い
て
地
拵
え
・
植
付

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
庄
内

海
岸
林
を
中
心
に
県
、
市
が
発
注
す
る

松
く
い
虫
等
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　指
導
事
業
は
十
月
に
昨
年
に
引
続
き

組
合
員
一
日
研
修
を
開
催
し
飯
豊
町
に

あ
る
「
山
形
県
源
流
の
森
」
を
訪
れ
る

と
と
も
に
米
沢
市
に
あ
る
「
東
光
酒
蔵
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
に

は
鶴
岡
市
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
市
と
共
催
で
「
山
の
活

動
体
験
」
を
開
催
し
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の

目
立
て
や
操
作
方
法
を
指
導
す
る
と
と

も
に
山
焼
き
し
た
田
川
カ
ブ
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
座

談
会
や
組
合
員
の
た
め
の
相
談
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
月
下
旬
に

開
催
す
る
地
域
座
談
会
で
も
詳
し
い
情

組
合
長
年
頭
挨
拶

組
合
長
年
頭
あ
い
さ
つ

出
羽
庄
内
森
林
組
合

　
　代
表
理
事
組
合
長

　山
本
益
生

報
を
提
供
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

　さ
て
、
昨
年
か
ら
一
人
当
た
り
一
千

円
の
森
林
環
境
税
が
新
た
に
徴
収
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
税
収
を
財
源

と
し
て
森
林
環
境
譲
与
税
が
各
市
町
村

に
配
分
さ
れ
、
各
種
の
森
林
整
備
事
業

の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
や
庄
内
町
に
お
い
て
も
木
材
生

産
を
拡
大
す
る
た
め
の
事
業
や
林
業
事

業
体
の
担
い
手
育
成
支
援
、
さ
ら
に
、

森
林
境
界
明
確
化
や
森
林
経
営
管
理
制

度
の
意
向
調
査
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
組
合
と
し
て
も
そ
れ
ら
施
策
の

推
進
に
今
後
と
も
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　森
林
組
合
系
統
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、『
地
域
森
林
の
適
切
な
利
用
・
保
全

と
林
業
経
営
の
更
な
る
発
展
』
で
す
。

今
後
と
も
組
合
の
経
営
理
念
及
び
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
組
織
の
充
実
強
化
を

図
り
収
益
性
の
向
上
と
経
営
の
安
定
化

に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　地
震
や
豪
雨
災
害
等
、
自
然
災
害
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
の

組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
関

係
機
関
・
団
体
の
尚
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

地域座談会の開催について

期　　日
２月25日(火)
２月25日(火)
２月26日(水)
２月27日(木)
２月27日(木)
２月28日(金)
２月28日(金)

時　　間
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00

区　　域
鶴岡（上郷、豊浦、大山、西郷他)
鶴岡（黄金、大泉、田川）
羽黒
朝日
櫛引
立川
藤島

場　　所
農村センター
農村センター
泉地区地域活動センター
すまいる
櫛引公民館
狩川公民館
東栄地区地域活動センター

　令和７年２月下旬に恒例となります地域座談会を開催します。座談会の日程は下記のとおりですので
関心のある組合員の方は是非ご参加下さい。

　組合では令和2年から月2回の‘組合員のための相談会’を開催しています。これまで40名を超え
る組合員から相談がありました。その内容は、山林を相続したが場所や境界が分からない。後継者が
いないので山林を譲渡したい。森林経営管理制度はどのような内容か、間伐の補助制度についてな
ど、様々な相談が寄せられています。
　今年も引き続き下記の日程で相談会を開催しますので、出席される方は事前に住所、氏名、相談内
容を組合本所までご連絡願います。

《開催日程及び開催場所》
 ２月 ３ 日(月）午後１時半　朝日出張所　鶴岡市下名川字落合3　　    ☎0235-53-2155
 ２月17日(月）　　〃　　　本所　　　　鶴岡市水沢字山之腰31－1　☎0235‒35-2515
 ３月 ３ 日(月）　　〃　　　立川出張所　庄内町狩川字堅田20－2　  ☎0234-56-2020
 ３月17日(月）　　〃　　　朝日出張所　鶴岡市下名川字落合3　　    ☎0235-53-2155
　※4月以降の日程は、毎月1日・15日を基本として、当日が休日、祝祭日の場合は前後に開催します。
　　なお、具体的な期日は新年度に入ってから広報等でお知らせします。

組合員のための相談会の開催について

　森林組合では、森林所有者の皆様の森林をとりまとめ森林
経営計画を策定しています。令和6年度は作成した森林経営
計画に基づき、少連寺外4団地で間伐事業を実施しているほ
か、再造林や下刈等の保育作業も実施しております。
　今年度新規に導入したフェラーバンチャを活用して森林作
業道の開設を進め森林整備の拡大を図っていきます。

　今後も順次実施していきますので関
係者の皆様のご協力をどうぞよろしく
お願いいたします。

団　地　名
少　連　寺
天　狗　森
越　中　山
添　　　津
狩 川 小 堤

間 伐 面 積 作業道開設 作 業 状 況
13.65ha
7.54ha
3.94ha
4.13ha
9.39ha

(R5)2,176ｍ
2,446ｍ
587ｍ

1,683ｍ
2,119ｍ

完　　　了
完　　　了
実　施　中
実　施　中
実　施　中

新規導入のフェラーバンチャ

令和６年度　森林経営計画に基づく事業実施状況
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　10月19日、20日の両日小真木原公園において
「庄内森とみどりのフェスティバル」が開催され
ました。19日はあいにくの雨模様でしたが、20
日は天候も回復し組合で準備したキノコ、クリ、
田川カブなどはお陰様で全て完売となりました。

多くの市民がキノコ等を購入しました

庄内森とみどりのフェスティバル
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　11月27日遊佐町役場において「第1回庄内海
岸林松くい虫被害対策強化プロジェクト会議」
が開催されました。県からは昨年は高温少雨に
より被害が前年の2倍以上となり、今後は選択
と集中に基づいたゾーニング方式により効率的
な防除を行っていきたい旨の説明がありました。

遊佐町役場でのプロジェクト会議

庄内海岸林松くい虫被害対策会議
　12月12日出羽庄内国際村でコンプライアンス
研修及び山の神祭を開催しました。今回は農林
中央金庫山形支店の土屋次長、村岡主任を講師
としてお迎えし、コンプライアンスの基本や取
組について研修しました。その後、来賓をお迎
えし恒例となる山の神祭を執り行いました。

コンプライアンス研修会

コンプライアンス研修会及び山の神祭

　11月2日鶴岡市田川地区において「山の活動
体験」が開催され10名が参加しました。はじめ
に田川コミュニティセンターでチェンソーの使
い方や目立て方法などを学び、その後、関根地
区の山焼きした後に栽培されたカブを収穫体験
しました。林業後継者が減少していますが今回
の体験を通じて少しでも山林に関心を持っても
らうことを切に願っています。

チェンソーの目立て方法を学びました

鶴岡市山の活動体験
　11月22日庄内地方にある3つの森林組合の合
同研修会と緑の募金事業活動が開催されました。
今回は酒田市消防事務組合で応急手当と普通救
命講習を各々の職員が受講するとともに緑の募
金を活用して酒田市の社会福祉法人幾久栄会幸
楽荘に木製テーブルとベンチ3基を寄贈しまし
た。今後とも地域林業の発展のため組合同志の
交流を続けていきたいと考えています。

AEDを使って心肺蘇生を体験しました

庄内地方森林組合協議会研修会補助制度の紹介
令和７年度

森林施業申込受付中

　山林の手入れを希望する場合は、申込書に必要
事項をご記入の上、令和７年３月31日までに申
し込みください。不明な点はご相談ください。

再　造　林

下　　　刈

除　　　伐

枝　打　ち

保 育 間 伐
搬 出 間 伐
森林作業道

保 育 間 伐

搬 出 間 伐
森林作業道

有
無
有
無
有
無
有
無
有
有
有

特定間伐
促進計画

100％
58%
68%
36%
68%
―
68%
―
68%
68%
68%
50%
50%
50%
50%

―
32%
32%
64%
32%
84%
32%
84%
32%
32%※2

22%
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
34%
―
18%
18%

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
50%
50%
18%
18%

―

10年生以下

25年生以下

30年生以下

60年生以下
100年生未満

―
35年生以下
上記以外
100年生未満

―

庄内町

間伐実施
推進事業

―
―
32%
―
32%
―
32%
―
―
―
22%
―
―
―
―

森林環境
保全支援
事業

間伐推進
実施事業

鶴岡市

活用事業

森林環境譲与税等国県等
補助率

森林経営
計画の
有無

補助対象林齢支援区分

支
　援
　事
　業

美
し
い
森
林

補助率は、事業費（補助対象経費）または県の標準単価のいずれか低い方に対する割合です。市町村の補助は県、
国の事業の嵩上補助になります。山林状況によっては事業費が増減する場合もありますので、ご理解願います。
また、森林保険、受託手数料、消費税等は補助対象経費外になりますので、100％補助でも費用負担があります。
森林作業道は搬出間伐と一体的に実施する場合に補助対象となります。
※１　４回目以降の下刈は苗木の生育状況により補助対象かどうか判断されますので事前にご相談ください。
※２　搬出間伐の嵩上補助は県の緑環境税事業が該当しない場合に対象となります。

☆森林整備の補助金を活用する際は、以下にご注意願います。

　①　補助金を活用して整備した箇所は、原則、森林以外への転用をしないこと

　②　補助事業完了の翌年度から５年以内（やまがた緑環境税事業は20年以内）に、当該区

　　　域の皆伐（立木竹の全面伐採除去)・転用を行う場合は、あらかじめ県（市町）へ届出

　　　し承認を得る必要があるほか、補助金返還の義務が生じること

　※当組合で整備した森林において、皆伐・林地開発（風車建設等）等の話がある場合には、

　　事前に森林組合までご相談ください。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※1
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　山林の手入れを希望する場合は、申込書に必要
事項をご記入の上、令和７年３月31日までに申
し込みください。不明な点はご相談ください。

再　造　林

下　　　刈

除　　　伐

枝　打　ち

保 育 間 伐
搬 出 間 伐
森林作業道

保 育 間 伐

搬 出 間 伐
森林作業道

有
無
有
無
有
無
有
無
有
有
有

特定間伐
促進計画

100％
58%
68%
36%
68%
―
68%
―
68%
68%
68%
50%
50%
50%
50%

―
32%
32%
64%
32%
84%
32%
84%
32%
32%※2

22%
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
34%
―
18%
18%

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
50%
50%
18%
18%

―

10年生以下

25年生以下

30年生以下

60年生以下
100年生未満

―
35年生以下
上記以外
100年生未満

―

庄内町

間伐実施
推進事業

―
―
32%
―
32%
―
32%
―
―
―
22%
―
―
―
―

森林環境
保全支援
事業

間伐推進
実施事業

鶴岡市

活用事業

森林環境譲与税等国県等
補助率

森林経営
計画の
有無

補助対象林齢支援区分

支
　援
　事
　業

美
し
い
森
林

補助率は、事業費（補助対象経費）または県の標準単価のいずれか低い方に対する割合です。市町村の補助は県、
国の事業の嵩上補助になります。山林状況によっては事業費が増減する場合もありますので、ご理解願います。
また、森林保険、受託手数料、消費税等は補助対象経費外になりますので、100％補助でも費用負担があります。
森林作業道は搬出間伐と一体的に実施する場合に補助対象となります。
※１　４回目以降の下刈は苗木の生育状況により補助対象かどうか判断されますので事前にご相談ください。
※２　搬出間伐の嵩上補助は県の緑環境税事業が該当しない場合に対象となります。

☆森林整備の補助金を活用する際は、以下にご注意願います。

　①　補助金を活用して整備した箇所は、原則、森林以外への転用をしないこと

　②　補助事業完了の翌年度から５年以内（やまがた緑環境税事業は20年以内）に、当該区

　　　域の皆伐（立木竹の全面伐採除去)・転用を行う場合は、あらかじめ県（市町）へ届出

　　　し承認を得る必要があるほか、補助金返還の義務が生じること

　※当組合で整備した森林において、皆伐・林地開発（風車建設等）等の話がある場合には、

　　事前に森林組合までご相談ください。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※1
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　10月19日、20日の両日小真木原公園において
「庄内森とみどりのフェスティバル」が開催され
ました。19日はあいにくの雨模様でしたが、20
日は天候も回復し組合で準備したキノコ、クリ、
田川カブなどはお陰様で全て完売となりました。

多くの市民がキノコ等を購入しました

庄内森とみどりのフェスティバル
　10月21日、22日鶴岡中央高校において職業紹
介が行われ鶴岡市担当課と共に組合も参加しま
した。森林組合の仕事を紹介するとともに現場
で使う道具を実際に手に取って体験してもらい
ました。新卒者の応募を期待しています。

現場用のヘルメットを体験しました

職業紹介ワクワクワークス

　10月11日組合員一日研修を開催しました。今
回は役職員、組合員合わせて68名が参加して飯
豊町にある「山形県源流の森」と慶長2年（1597
年）創業の「東光酒蔵」を見学しました。源流
の森では石山所長より森に関わる人々の暮らし
や森が持つ豊かさについて説明を受けました。
また、東光酒蔵では昔の酒造りの空間が再現さ
れており日本酒の歴史を学ぶことが出来ました。

東光酒蔵で酒造りの歴史を学びました

組合員一日研修
　9月25日から10月4日まで新庄市にある東北
農林専門職大学附属農林大学校1年生1名が林
業の就業を体験しました。幼齢松林の下刈り作
業や森林測量業務、製材工場での集成材梱包作
業を体験しました。また、渡会電気土木ペレッ
ト製造工場や鶴岡バイオマス発電所、㈱大和を
視察しました。卒業後は当組合へ就職してくれ
ることを願っています。

幼齢松林での下刈りを体験しました

農林大学校インターンシップ ●
第
一
区（
鶴
岡
）
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司
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榎
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七
十
四
名

●
第
二
区（
立
川
）

清
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佐
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佐
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佐
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本
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博

之
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澤
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佐
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節
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南
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一
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藤
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佐
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一
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内
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澤
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齋
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均

以
上 

五
十
一
名

●
第
三
区（
藤
島
）

石
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太
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功
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澤
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一

以
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十
六
名

●
第
四
区（
羽
黒
）

神
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岡
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一

明
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優
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美
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岡

部

隆

博

佐

藤

廣

昭

渡

部

幸

也

小

林

　
実

以
上 

二
十
六
名

●
第
五
区（
櫛
引
）
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男
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以
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三
十
名

●
第
六
区（
朝
日
）
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渡
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阿
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郎
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藤

　
正

遠
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部

　
哲

佐

藤
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多

文

清

　野
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今

野
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一

佐

藤

朝

義
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部

一
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司
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嵐
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　幸
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視

宮

崎

重

美

小
野
寺

　弥

　一

本

間

　
実

髙

梨

芳

弥

本

間

松

弥

以
上 

五
十
三
名

新
総
代

　名
簿

新
総
代

　名
簿

昨
年
八
月
二
十
七
日
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
新

総
代
二
五
〇
名
の
方
々
で
す
。
三
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
二
四
年
九
月
三
日
〜
二
〇
二
七
年
九
月
二
日
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　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　組
合
員
の
皆
様
に
は
、
つ
つ
が
な
く

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
組
合

の
事
業
運
営
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
理
事
会
で
も
報
告
し
て
お
り

ま
す
が
概
ね
計
画
ど
お
り
進
ん
で
お
り

組
合
員
の
皆
様
に
改
め
ま
し
て
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　さ
て
、
昨
年
の
経
済
情
勢
は
、
雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
す
る
下
で
各
種
政
策

の
効
果
も
あ
っ
て
緩
や
か
な
回
復
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
物
価
の

上
昇
や
中
東
地
域
を
め
ぐ
る
情
勢
、
金

融
市
場
の
変
動
等
、
今
後
の
経
済
情
勢

が
見
通
せ
な
い
状
況
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。　自

然
災
害
は
、
元
旦
に
石
川
県
能
登

半
島
を
中
心
に
震
度
7
を
超
え
る
大
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
に

は
本
県
で
も
庄
内
・
最
上
地
方
を
中
心

に
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
多
く
の
家
屋
、

農
地
等
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
九
月
に
再
び
能
登
半
島
を
中

心
に
大
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
今

な
お
多
く
の
住
民
が
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
地
球
の
温

暖
化
現
象
が
進
ん
で
お
り
世
界
各
地
で

大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
住
民
の
皆

様
の
一
刻
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　一
方
、
林
業
・
木
材
産
業
は
「
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
」
が
落
ち
着
き
木
材
の
需

要
減
少
や
価
格
の
低
下
が
進
行
す
る
と

と
も
に
燃
油
価
格
の
高
騰
等
に
よ
る
生

産
コ
ス
ト
の
増
加
か
ら
収
益
性
も
減
少

し
経
営
環
境
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　ま
た
、
県
内
に
お
い
て
は
、
七
月
に

発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る
森
林
や
林
道
の

災
害
復
旧
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
第
二
次
中

期
経
営
計
画
（
R
3
〜
R
7
）
の
四
年

目
と
し
て
総
代
会
で
決
議
さ
れ
た
基
本

方
針
に
基
づ
き
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　主
な
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
策
定
し
た

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
鶴
岡
市
少

連
寺
及
び
天
狗
森
地
区
、
狩
川
小
堤
地

区
等
に
お
い
て
各
々
搬
出
間
伐
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
科
沢
・
肝

煎
国
有
林
等
に
お
い
て
地
拵
え
・
植
付

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
庄
内

海
岸
林
を
中
心
に
県
、
市
が
発
注
す
る

松
く
い
虫
等
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　指
導
事
業
は
十
月
に
昨
年
に
引
続
き

組
合
員
一
日
研
修
を
開
催
し
飯
豊
町
に

あ
る
「
山
形
県
源
流
の
森
」
を
訪
れ
る

と
と
も
に
米
沢
市
に
あ
る
「
東
光
酒
蔵
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
に

は
鶴
岡
市
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
市
と
共
催
で
「
山
の
活

動
体
験
」
を
開
催
し
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の

目
立
て
や
操
作
方
法
を
指
導
す
る
と
と

も
に
山
焼
き
し
た
田
川
カ
ブ
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
座

談
会
や
組
合
員
の
た
め
の
相
談
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
月
下
旬
に

開
催
す
る
地
域
座
談
会
で
も
詳
し
い
情

組
合
長
年
頭
挨
拶

組
合
長
年
頭
あ
い
さ
つ

出
羽
庄
内
森
林
組
合

　
　代
表
理
事
組
合
長

　山
本
益
生

報
を
提
供
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

　さ
て
、
昨
年
か
ら
一
人
当
た
り
一
千

円
の
森
林
環
境
税
が
新
た
に
徴
収
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
税
収
を
財
源

と
し
て
森
林
環
境
譲
与
税
が
各
市
町
村

に
配
分
さ
れ
、
各
種
の
森
林
整
備
事
業

の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
や
庄
内
町
に
お
い
て
も
木
材
生

産
を
拡
大
す
る
た
め
の
事
業
や
林
業
事

業
体
の
担
い
手
育
成
支
援
、
さ
ら
に
、

森
林
境
界
明
確
化
や
森
林
経
営
管
理
制

度
の
意
向
調
査
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
組
合
と
し
て
も
そ
れ
ら
施
策
の

推
進
に
今
後
と
も
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　森
林
組
合
系
統
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、『
地
域
森
林
の
適
切
な
利
用
・
保
全

と
林
業
経
営
の
更
な
る
発
展
』
で
す
。

今
後
と
も
組
合
の
経
営
理
念
及
び
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
組
織
の
充
実
強
化
を

図
り
収
益
性
の
向
上
と
経
営
の
安
定
化

に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
組
合
員
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　地
震
や
豪
雨
災
害
等
、
自
然
災
害
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
の

組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
関

係
機
関
・
団
体
の
尚
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

地域座談会の開催について

期　　日
２月25日(火)
２月25日(火)
２月26日(水)
２月27日(木)
２月27日(木)
２月28日(金)
２月28日(金)

時　　間
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00

区　　域
鶴岡（上郷、豊浦、大山、西郷他)
鶴岡（黄金、大泉、田川）
羽黒
朝日
櫛引
立川
藤島

場　　所
農村センター
農村センター
泉地区地域活動センター
すまいる
櫛引公民館
狩川公民館
東栄地区地域活動センター

　令和７年２月下旬に恒例となります地域座談会を開催します。座談会の日程は下記のとおりですので
関心のある組合員の方は是非ご参加下さい。

　組合では令和2年から月2回の‘組合員のための相談会’を開催しています。これまで40名を超え
る組合員から相談がありました。その内容は、山林を相続したが場所や境界が分からない。後継者が
いないので山林を譲渡したい。森林経営管理制度はどのような内容か、間伐の補助制度についてな
ど、様々な相談が寄せられています。
　今年も引き続き下記の日程で相談会を開催しますので、出席される方は事前に住所、氏名、相談内
容を組合本所までご連絡願います。

《開催日程及び開催場所》
 ２月 ３ 日(月）午後１時半　朝日出張所　鶴岡市下名川字落合3　　    ☎0235-53-2155
 ２月17日(月）　　〃　　　本所　　　　鶴岡市水沢字山之腰31－1　☎0235‒35-2515
 ３月 ３ 日(月）　　〃　　　立川出張所　庄内町狩川字堅田20－2　  ☎0234-56-2020
 ３月17日(月）　　〃　　　朝日出張所　鶴岡市下名川字落合3　　    ☎0235-53-2155
　※4月以降の日程は、毎月1日・15日を基本として、当日が休日、祝祭日の場合は前後に開催します。
　　なお、具体的な期日は新年度に入ってから広報等でお知らせします。

組合員のための相談会の開催について

　森林組合では、森林所有者の皆様の森林をとりまとめ森林
経営計画を策定しています。令和6年度は作成した森林経営
計画に基づき、少連寺外4団地で間伐事業を実施しているほ
か、再造林や下刈等の保育作業も実施しております。
　今年度新規に導入したフェラーバンチャを活用して森林作
業道の開設を進め森林整備の拡大を図っていきます。

　今後も順次実施していきますので関
係者の皆様のご協力をどうぞよろしく
お願いいたします。

団　地　名
少　連　寺
天　狗　森
越　中　山
添　　　津
狩 川 小 堤

間 伐 面 積 作業道開設 作 業 状 況
13.65ha
7.54ha
3.94ha
4.13ha
9.39ha

(R5)2,176ｍ
2,446ｍ
587ｍ

1,683ｍ
2,119ｍ

完　　　了
完　　　了
実　施　中
実　施　中
実　施　中

新規導入のフェラーバンチャ

令和６年度　森林経営計画に基づく事業実施状況
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出羽庄内森林組合

出羽庄内森林組合
（スマートフォン対応）

おらほの
林業人 Vol.

18

長谷川　俊
（鶴岡市平京田）

33歳（林業歴 ６年）

●今後の目標
　主に林産事業をしており誰が見ても美しいと思え
るような山づくりを目標に日々作業しています。ま
た、後輩がのびのびと作業できる環境や若い人達が
魅力を感じる職場になるよう微力ながら努めていき
ます。

当組合ではきのこ種菌を販売しております。
ぜひご利用ください。

R7年春植え用（4月上旬入荷予定）

本　　　所：0235-35-2515
朝日出張所：0235-53-2155

（火・金 営業）

●シイタケ（春出）
●シイタケ（春秋）
●ナ メ コ（中生）

※上記以外の時期も取り扱っていますのでご相談ください。

取扱
品目

●河村式（　500コマ入/瓶）1,870円（税込）

●森　式（1,000コマ入/袋）4,620円（税込）

取扱
メーカー

きのこ種菌の注文受付中きのこ種菌の注文受付中

広葉樹市 販売数量

令和6年12月17日
23日 186㎥

買方

18人

樹種・参考価格（高値）等
ナラ 2.20m 54㎝ 80,000円/㎥、ブナ 2.20m 42㎝ 49,010円/㎥、
トチノキ 2.20m 86㎝ 188,000円/㎥、クリ 3.00m 78㎝ 88,000円/㎥、
クロカキ 1.20m 32㎝ 410,000円/㎥、イタヤ 2.10m 40㎝ 43,020円/㎥

(市況概要) 天童共販所
　前月より引き続き入荷しているスギ4.00m材の良質材は、高値で買
い込まれた。材不足は継続しており、今後の降雪状況も心配される
所である。
　12/17・23に実施した今シーズン初回の広葉樹市は、全国的な流れ
と同様に、ナラ材が高値となった。まとまって出材されたブナを始め、
クリ・トチ・ホオ・サクラなどにも順調に応札があった。新規の買い
方も参入し、新たな需要もあるため、今後の推移を注視したい｡

（市況概要） 庄内共販所
　先月実施した記念市から引き続き、材不足が継続してお
り、集荷した定尺の一般材を中心に、順調に買い込まれた｡
　冬期間に向けて、引き続き、需要がある他、長尺材や柱
材などの出荷要望があります。買い方の需要も多岐に渡り
ますので、伐採の際は、お問い合わせください。2025年も
よろしくお願いいたします。
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出羽庄内森林組合
広報でわもりでわもり
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庄内森とみどりのフェスティバル(10/19・20）

2
3

職業紹介ワクワクワークス(10/22・23）

鶴岡市山の活動体験（11/2）
庄内地方森林組合協議会研修会（11/22）
庄内海岸松くい虫被害対策強化プロジェクト会議（11/27）
コンプライアンス研修会及び山の神祭（12/12）

3

4

補助制度の紹介、森林施業申込み
新総代名簿
地域座談会及び相談会の開催
森林経営計画の策定及び事業実施状況
12月市況
お知らせ(きのこ種菌・おらほの林業人)

5
6
7

8

３月末に完成予定の鶴岡市朝日庁舎及び消防署朝日分署。建物は森林資源を利用し庁舎棟
を木造とするほか、木質チップボイラーを導入して地域資源の有効活用を図ります。
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令和６年度　山形県森連木材流通センター　12月市況令和６年度　山形県森連木材流通センター　12月市況
単位　円／㎥

天　　　　　童木材流通センター
市　　　　日

市　　　　日
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14,940
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選木
選木

△
△
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△

長級（ｍ）

スギ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

樹種 径級（㎝） 高値 中値 安値 前回比
第　318　回　12　月　18  日第　1357　回　12　月　10  日

第　 　回　   月　   日第　1358　回　12　月　25  日
樹種
スギ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

4.00
〃
〃
〃
〃

3.65
〃

3.00
〃

36上
30上
20上

14～18
13下
20上

14～18
20上

14～18

16,200

－

14,760

14,040

14,400

13,680

－

13,680

－

●

○

○

選木
長級（ｍ） 径級（㎝） 高値 中値 安値 前回比

備考

備考

高値 中値 安値 前回比

高値 中値 安値 前回比

備考

備考

庄　　　　　内

概　　　　要 販売量　262㎥　買方　6人 販売量　743㎥　買方　17人

概　　　　要 販売量　82㎥　買方　8人 販売量　 ㎥　買方　 人
△高　○保合　●安


